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 技術提案書等の提出期間、場所及び方法
平成27年４月16日（木）から平成27年５月15
日（金）15時までに、電子入札システムによ
り、提出すること。ただし、上記１におい
て契約担当役により電子入札から紙入札への
変更が認められた者は、上記４に持参又は
郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限
る。提出期間内必着。）すること（土曜日、日
曜日及び祝日を除く９時から17時まで（ただ
し、５月15日（金）については15時まで。）。
 共同企業体の場合の競争参加資格審査申請
書の提出期間、提出場所及び提出方法 平成
27年４月16日（木）から平成27年５月15日（金）
までの土曜日、日曜日及び祝日を除く９時か
ら17時まで（ただし、５月15日（金）につい
ては12時まで）上記４に持参すること。
 入札保証金の納付等及び関係書類の提出期
間、場所及び方法 平成27年６月２日（火）
から平成27年７月２日（木）までの土曜日、
日曜日及び祝日を除く９時から17時まで（た
だし、７月２日（木）については12時まで。）
上記４に持参又は郵送（書留郵便等の配達
記録が残るものに限る。提出期間内必着。）に
より提出すること。
 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書
の提出方法 入札書は、平成27年７月２日
（木）12時00分までに、電子入札システムに
より、提出すること。ただし、上記１にお
いて契約担当役により電子入札から紙入札へ
の変更が認められた者は、紙により上記４
に持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残
るものに限る。提出期間内必着。）すること。
開札は、平成27年７月３日（金）10時00分
国立大学法人鹿児島大学事務局４階第４会
議室において行う。

５ その他
 手続において使用する言語及び通貨
日本語及び日本国通貨に限る。

 入札保証金及び契約保証金
 入札保証金 納付。ただし、金融機関若
しくは保証事業会社の保証をもって入札保
証金の納付に代えることができる。

なお、落札者が契約を結ばない場合は、
本学に帰属する。また、入札保証保険契約
の締結を行い、又は契約保証の予約を受け
た場合は、入札保証金を免除する。
 契約保証金 納付。ただし、金融機関若
しくは保証事業会社の保証をもって契約保
証金の納付に代えることができる。また、
公共工事履行保証証券による保証を付し、
又は履行保証保険契約の締結を行った場合
は、契約保証金を免除する。

 入札の無効 本公告に示した競争参加資格
のない者のした入札、技術提案書等に虚偽の
記載を行った者のした入札及び入札に関する
条件に違反した入札は無効とする。
 落札者の決定方法 国立大学法人鹿児島大
学契約事務取扱規則第18条の規定に基づいて
作成された予定価格の制限の範囲内で有効な
入札を行った者のうち評価値の最も高い者を
落札者とする。ただし、落札者となるべき者
の入札価格によっては、その者により当該契
約の内容に適合した履行がなされないおそれ
があると認められるとき、又はその者と契約
を締結することが公正な取引の秩序を乱すこ
ととなるおそれがあって著しく不適当である
と認められるときは、予定価格の制限の範囲
内の価格をもって入札した他の者のうち評価
値が最も高い者を落札者とすることがある。
 本工事に係る技術提案書等の提出にあたっ
て、ＶＥ提案により施工しようとする場合は、
その内容を示した技術提案書を提出するこ
と。ただし、ＶＥ提案が適正と認められなかっ
た場合においては、標準案により入札に参加
できる。また標準案に基づき施工しようとす
る場合は、標準案によって入札に参加する旨
を記載すること。
 手続における交渉の有無 無。
 契約書作成の要否 要。
 当該工事に直接関連する他の工事の請負契
約を当該工事の請負契約の相手方との随意契
約により締結する予定の有無 無。
 技術提案書のヒアリングは必要に応じて行
う。

 技術提案の採否 技術提案の採否について
は、競争参加資格の確認の通知に併せて通知
する。
 関連情報を入手するための照会窓口 上記
４に同じ。
 一般競争参加資格の認定を受けていない者
の参加 上記２に掲げる一般競争参加資格
の認定を受けていない者も上記４により技
術提案書等を提出することができるが、競争
に参加するためには、開札の時において、当
該資格の認定を受け、かつ、競争参加資格の
確認を受けていなければならない。
 詳細は入札説明書による。
６ Summary

 Official in charge of disbursement of the

procuring entity : Yoshimi Nagai, The Ob‑

ligating Officer Director‑General, Adminis‑

tration Bureau, Kagoshima University

 Classification of the services to be pro‑

cured : 41

 Subject matter of the contract : Construc‑

tion work of Building for Kagoshima Uni‑

versity Medical and Dental Hospital

 Time‑limit for the submission of applica‑

tion forms and relevant documents for the

qualification : 15 : 00, 15 May, 2015

 Time‑limit for the submission of tenders :

12 : 00, 2 July, 2015 (tenders submitted by

mail : 12 : 00, 2 July, 2015)

 Contact point for tender documentation :

General Affairs Section, Planning Division,

Facilities Department, National University

Corporation Kagoshima University, 1
2124 Korimoto Kagoshima‑shi 8908580
Japan, TEL 0992857217

公募型プロポーザル方式に係る手続開始の
公示（建築のためのサービスその他の技術
的サービス（建設工事を除く））

次のとおり技術提案書の提出を招請します。
平成 27 年４月 16 日

東日本高速道路株式会社 関東支社
支社長 横山 正則

◎調達機関番号 417 ◎所在地番号 11
１ 業務概要
 品目分類番号 42
 業務名 関越自動車道 葛川避溢橋拡幅設
計検討業務
 業務箇所 自）埼玉県坂戸市大字戸口

至）埼玉県坂戸市大字沢木
自）埼玉県東松山市大字田木
至）埼玉県東村山市大字田木

 業務内容 本業務は、関越自動車道高坂Ｓ
Ａ付近の付加車線設置に伴う葛川避溢橋（上
下線）と九十九川橋（上り線）の拡幅設計業
務である。
 履行期間 契約保証取得の日の翌日から
450日間

２ 参加資格
 東日本高速道路株式会社の契約規程実施細
則第６条の規定に該当しない者であること。
 東日本高速道路株式会社の平成27・28年度
調査等競争参加有資格者のうち、「橋梁設計」
の認定を受けている者であること。
 会社更生法に基づき更正手続開始の申立て
がなされている者、または民事再生法に基づ
き再生手続開始の申立てがなされている者
（上記の再認定を受けた者を除く。）でない
こと。
 参加表明書の提出期間の最終日から落札者
決定の日までの期間に、「東日本高速道路株式
会社競争参加資格停止等事務処理要領（平成
18年８月７日東高契第269号）」に基づき、「地
域３」において競争参加資格停止を受けてい
ないこと。
 当該業務の入札に参加しようとする者の間
に資本関係、人的関係がないこと。

３ 技術提案書の提出者を選定するための基準
 当該業務実施体制（委任若しくは下請負ま
たは技術協力の予定を含む。）
 企業の経験及び業務実施能力
 配置予定管理技術者の経験及び業務実施能
力

４ 技術提案書を特定するための評価基準
 配置予定管理技術者の経験及び業務実施能
力
 配置予定照査技術者の経験及び業務実施能
力
 業務への取り組み姿勢 業務理解度、実施
手順、業務に有効な提案
 参考見積 提示した業務規模との妥当性
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